
　令和 8年 4月に発表された地域経営のための議会改革度調査 2025 のランキングにおいて、

当市議会は全国 1,788議会中 29 位、新潟県内では 1 位となりました。
　通年会期制・オンライン委員会に関する条例の制定や意見交換会のオンライン開催など、こ
の間、積み重ねてきた取組が評価されたものと考えています。
　引き続き議会改革に取り組み、今後もより身近で信頼される議会を目指します。

議会改革度調査で全国29位になりました！ 

上越市議会は令和８年５月から 
通年会期制を導入しました 

全国順位の推移 

121 位  71 位  29 位 

分野別順位（全国）
政策力の強化   146位 
主権者の参画   11 位 

  議会機能の強化  30 位 

（2023 年）  （2024 年）   （2025 年） 
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性
的
同
意
に
関
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
発
信
、
取

組
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
同
意
の
な
い
性
的
行
為
は
性
暴
力
で
あ
り
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
る
。
夫
婦
・
恋
人
の
間
で
も
起
こ
り
得

る
。
自
分
と
相
手
を
大
切
に
す
る
関
係
づ
く
り
の
重
要

性
の
理
解
は
、
市
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
市
民
の
理
解

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
適
時
適
切
な
啓
発
に
努
め
る
。

　
　
啓
発
チ
ラ
シ
は
ど
れ
だ
け
配
布
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
町
内
会
で
班
回
覧
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

｢

命
の
安
全
教
育｣

の
教
材
は
、
市
内
何
校
で
活
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
指
導
の
充
実
は
周
知
し
た
が
、
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
児
童
生
徒
の
間
に
は
ゆ
が
ん
だ
性
情
報
が
広
が
っ

て
い
る
。
性
暴
力
の
結
果
と
し
て
の
妊
娠
に
至
る
経
過

を
教
え
ず
に
、
性
感
染
症
や
性
暴
力
か
ら
守
る
知
識
を

教
え
る
の
は
非
常
に
困
難
だ
。
性
交
に
つ
い
て
一
律
に

は
教
え
な
い
と
い
う
方
針
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
い
わ
ゆ
る
歯
止
め
規
定
の
取
り
扱
い
は
、
必
ず
し

も
「
や
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
や
る
べ
き
は
や
っ
て
よ
い
と
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
趣
旨
は
教
育
委
員
会
と
し
て
も
同
じ
で

あ
る
。
間
違
っ
た
知
識
が
多
く
流
布
さ
れ
て
い
る
状
況

な
の
で
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
い
て
適
切
な
行
動
が
取

れ
る
よ
う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
歯
止
め
規
定
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
教
え
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
教
え
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
臨
ん
で
い
く
。

　
　
以
前
か
ら
一
般
質
問
で
扱
っ
て
い
る
謙
信
公
と
上

越
高
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
は
、
与
党
や
歴
史
番
組
制

作
の
業
界
内
で
評
判
が
高
く
、
４
月
に
マ
ク
ロ
ン
仏
大

統
領
が
訪
日
し
た
際
、
高
市
総
理
と
か
め
は
め
波
ポ
ー

ズ
で
日
仏
の
親
善
を
図
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
先
日
に
は
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
者
が

春
日
山
に
来
て
、
鬼
門
の
大
切
さ
を
説
い
た
内
容
が
全

国
放
送
さ
れ
た
。
業
界
内
で
謙
信
公
が
征
夷
大
将
軍
と

同
等
で
あ
っ
た
と
評
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
頼

朝
の
鎌
倉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
唆
頂
き
、
鎌
倉
を

踏
ま
え
て
越
後
府
中
を
調
べ
れ
ば
、
愛
宕
神
社
周
辺
が

鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
と
そ
っ
く
り
で
、
居
多
神
社
、
親

鸞
聖
人
関
連
施
設
と
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
形
成
し
て
い

る
。
愛
宕
神
社
は
直
江
兼
続
の
兜
の
由
来
で
あ
り
、
朝

ド
ラ
主
人
公
の
見
上
愛
さ
ん
と
同
じ
漢
字
で
も
あ
り
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
愛
宕
神
社
を
全
国
に
宣
伝
す
べ
き

で
な
い
か
。
ま
た
、
大
名
行
列
の
道
の
景
観
を
再
生
す

る
た
め
に
加
賀
街
道
沿
い
の
無
電
柱
化
や
松
の
植
樹
を

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

 

愛
宕
神
社
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。
景
観
再
生
は
難
し
い
。

　
　
市
長
の
答
弁
を

踏
ま
え
、
上
越
に
お

け
る
歴
史
の
価
値
が

伝
わ
る
よ
う
、
私
も

伝
え
方
を
工
夫
す
る
。

　
　
令
和
８
年
市
民
の
声
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
ど
う

か
。

　
　
自
然
の
豊
か
さ
や
治
安
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
る

人
が
多
い
一
方
、
観
光
・
交
流
や
公
共
交
通
を
課
題
と

感
じ
る
声
が
多
い
。
前
回
の
令
和
４
年
調
査
と
の
比
較

で
は
、
街
並
み
や
景
観
に
関
す
る
実
感
の
高
ま
り
が
み

ら
れ
た
一
方
、
出
産
・
子
育
て
、
医
療
、
地
域
活
動
と

い
っ
た
生
活
に
密
着
し
た
分
野
で
の
低
下
が
み
ら
れ
た
。

　
　
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
当
市
の
課
題
は
何
か
。

　
　
「
公
共
交
通
の
利
便
性
」
の
よ
う
に
、
バ
ス
路
線

の
再
編
や
減
便
等
に
よ
っ
て
満
足
度
が
連
動
し
て
低
下

が
み
ら
れ
る
な
ど
、
施
策
に
直
結
す
る
課
題
を
改
め
て

確
認
し
た
。
ま
た「
地
域
活
動
や
市
民
活
動
へ
の
参
加
」

や
「
上
越
市
に
住
み
続
け
る
意
向
」
の
低
下
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
と
関

わ
り
の
深
い
項
目
で
厳
し
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

魅
せ
る
観
桜
会
に
向
け
た
今
後
の
桜
の
管
理
は

　
　
高
田
城
址
公
園
の
桜
は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
老
齢
化

が
目
立
つ
が
、
植
え
替
え
や
植
樹
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
「
高
田
城
址
公
園
桜
長
寿
命
化
計
画
」
に
よ
り
、

適
正
な
樹
木
管
理
と
計
画
的
な
世
代
更
新
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
適
切
な
植
栽
間
隔
を
確
保
す
る
た
め
、
伐
採

数
が
植
栽
数
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
木
の
長

寿
命
化
と
世
代
更
新
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る

市
民
の
声
は
？

牧
井　
邦
生
（
み
ら
い
）

頼
朝
の
鎌
倉
に
拠
っ
た

越
後
府
中
を
宣
伝
す
べ
き

平
良
木　
哲
也（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

性
的
同
意
の
重
要
性
の

啓
発
を
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